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地域貢献委員会:看 護研究 サポー トプ ロジェク ト

名古屋市立大学看護学部 地域貢献委員会

香月富士日・井出 由美 ・平岡 翠 ・渡辺 美奈 ・渕田英津子 ・澤田 敏子 ・

山手 美和 ・勝又 正直 ・堀田 法子

1.看 護 研究サ ポー トプロジ ェク トの取 り組 み に

つ いて

名古屋市立大学看護学部地域貢献委員会では、地域貢

献の一環 として、看護学部教員による看護研究サポー ト

プロジェクトを行 っている。対象は、名古屋市立大学病

院を含む地域の病院や訪問看護ステーションなどに所属

している看護職者であり、現在は地域貢献委員会の別の

企画である 「なごや看護生涯学習セ ミナー」の中の 「看

護研究いろはの 『い』」を受講 した者の中から、希望者

を募 って行 っているものである。そのため募集は、前年

度の 「看護研究いろはの 『い』」の受講者を対象に行 っ

ている。

(1)サ ポー ト状況

平成20年 度から23年度までの研究テーマとサポー ト担

当教員を文末に記載 した。サポー ト教員は、希望者を募

集 しているため、教員の専門分野 との関連領域のテーマ

を担当することが多いが、研究テーマが広範囲に渡 るた

め、必ずしも教員の専門性が活かされていないことがあ

る。 しかし、研究の基本的なところをサポー トすること

で、看護職の方々も前向きに研究を進めることができる

ようなので、教員の専門分野に過度にこだわる必要 もな

いのではないかと考えられる。

(2)サ ポー ト内容

サポー ト内容に関 しては、研究テーマの絞り方、文献

検索の方法、データ収集方法 と分析方法、結果の解釈、

発表用資料(抄 録、パワーポイント)の 作成方法など、

研究のプロセス全般にわたって指導が行われ、研究成果

の発表に至ることができた研究チームもあった。一方で、

サポー ト教員への連絡が積極的でな く、十分に指導を受

けられていないチームも見受 けられた。研究サポー トを

希望 したものの、臨床では日常の業務に追われ、研究に

十分な時間が割 きにくい状況が推察 された。

(3)今 ま での課題 と改善 した点

今 までの課題 としては2点 挙 げ られ る。1点 目は、対

象者 の レデ ィネスに関 してであ る。初 期には、 ほとん ど

のサポー ト教 員 は、研 究チームの研 究に関す る知 識が少

ない と感 じていた。 「看護研究 いろはの 『い』」 の受講 が

役立 つ と考 え るが、 研究チームの ほとん どが これを受講

してお らず、研 究遂行全般 にわた って時間がかか ったよ

うで ある。 その よ うな課 題を受 けて、 「看護研究 サポー

トプ ロジェク ト」 は、前年度 の 「な ごや看護生 涯学 習セ

ミナ ー 看護研 究 いろはの 『い』」 の受 講生 に対す る続

編 と して企画 され、基礎 的な知識 を得た上 での実践編 と

して、研 究 グループへの研 究支援 を 目的 とす ることに し

た。

2点 目は、研 究サポー トのルールに関 してであ る。対

象者 へのサポー ト回数 について は、多い ところで7～9

回 ほどの支援をお こなっていた。研究チームの方か らは、

手厚 いサポー トで研 究方 法がわか りやす く安心 して研究

を進 め ることがで きた とい うよい評価 をいただいたが、

サポー ト教 員か らはサポー トプ ロジェク トの 目標が はっ

きり していないため、 どこまでを支援 してよいかわか り

に くか った とい う意 見があが っていた。指導 を希望 され

た ら際限な く対応 してい る状況 は、教 員に とって負担 と

な っていた。 そのため、地域貢献委員会 で は、 サポー ト

教員 と研究 チーム双方 とも気持 ちよ く取 り組 め ることを

目的 と して、ルール作 りを行 った。 指導の回数 の 目安 を

3回 程度 とし、サ ポー トを開始 した。研究テーマやサポー

ト教 員によ り進め方 は異 な るが、面談 は所定 の回数程度

とな り、 その他 メールや ファックス、文書 交換等 の媒 体

を用いて支援 を行 った。 このよ うにルールを明確に した

ことで、 より研究 チームも遠慮せず相談 しやす くな るし、

教 員側の負担 も軽 減 し、良 い形 に発展 してい った もの と

考 え られ る。

2.サ ポー トを受 けた側か らの評価:

名古屋市立大学病院看護部 か らの評価

名古屋市立大学病院看護部では、昭和40年 頃より院内

の看護研究活動の記録が残 っている。昭和44年 からは毎

年、 ほぼ全部署で看護研究に取 り組んできたが、看護研

究過程についての理解 は不十分で、テーマの選定 ・研究

デザイン・統計分析 ・研究倫理などについて支援が必要

な状況であった。平成19年 度以降、看護学部地域貢献委



員会看護研究サポー トを受 けるようになり、平成22年 度

までに病院全部署が一通 り看護学部教員のサポー トを受

けて看護研究に取 り組んだ。サポー ト希望者は、前年に

必ず当委員会主催の 「看護生涯学習セ ミナー:看 護研究

いろはの 『い』」を受講 し、基礎的学習を進めて研究へ

取 り組むこととした。

なぜ看護研究に取 り組むのかという動機については、

自発的というよりは、院内看護研究会で発表するという

目標に向けての、看護部の現任教育の一環 という位置づ

けが強かった。サポー ト開始前は、 自信がない不安や苦

手意識 とともに 「やらされ感」が強かったが、看護学部

教員から丁寧な指導を受 けることで、看護研究を通 して

自分達のケアについて深 く考え、"看 護"に ついて追及

する面白さや、研究をまとめ発表する達成感を学んだと

考えている。

プロジェクト実績報告書を振 り返 ると、研究テーマの

絞 り方から、研究計画書、文献検索方法、データ収集方

法 と分析方法、結果解釈から発表用の抄録やパワーポイ

ント資料など、研究過程において多岐に渡 ったサポー ト

を受 けている。学内という安心感から、何度 も相談 して

いた部署 も見受 けられ、サポー ト教員の負担が懸念 され

たため、平成22年 度には相談回数を3回 と提示 した。 し

かし、3回 では不足であるという意見が多 く聞かれてお

り、今後、直接面談の他にも電子メールなどの情報 ツー

ル活用など、負担が軽 く効果的な方法を検討 したい。ま

た、勤務後の時間に相談するなど、受講者の勤務体制に

配慮 してご指導いただいた部署 もあり、感謝 とともに、

進行状態の把握や指導を受 けやすい勤務調整など部署全

体の支援体制を整えていきたいと考えている。

サポー ト期間としては、2年 がかりで じっくり取 り組

む部署 もあり、院内発表だけでなく学会発表できる内容

にまでご指導いただいている。臨床で看護職が看護研究

を行 うことは、臨床 というフィール ドで現場に活用でき

る研究テーマがたくさんあるうえに、患者や家族 との関

係性 も築かれており、多くのデータを収集 しやすいとい

うメ リットがある。看護実践の現場で科学的に看護を追

及 していく視点を養い、その結果を還元 していくことが

看護の質の向上につながり、よりよい看護実践ができる

と考える。

今後 も看護の質向上に向けて、支援を受 けたスタッフ

が発信 して部署の看護研究の取 り組みの充実に繋がるこ

とを期待する。そして、学び得たものを私達の力で後輩

に伝えていくことも課題であり、大学看護学部 と大学病

院臨床 という川澄キャンパス内の連携をさらに強めて、

このプロジェクトが継続 されることを期待 している。

3.看 護 研究サ ポー トプロジ ェク トの今後の課題

今後の課題 として3点 ほど考えられる。1つ 目は、名

古屋市立大学病院以外の看護職者への研究サポー トであ

る。名古屋市立大学病院とは、連携 も強化 され、連絡 も

密にとれることから、 システムも安定 してきたものと思

われるが、地域貢献 というからには、特定の病院だけで

な く幅広 く地域で働 く看護職者のサポー トをするべきで

ある。その点では、研究サポー トの取 り組みは十分 とは

言えない。2つ 目は、研究の学会発表や論文発表などで

ある。優れた研究は、大いに学会発表などで公表するべ

きであると考えられるが、そのための前提としては、倫

理的に十分に配慮 されていることがあげられる。研究倫

理審査委員会等 は、各病院看護部 とも十分整備 されてお

らず、研究の公表は今後の課題であると考えられる。最

後に、教員の負担についても配慮する必要がある。看護

学部教員は、定数削減や産休のため欠員である中、大学

院を含め教育の負担 は増加 している。そのような中で、

地域貢献の責任を果た してい くには、サポー トシステム

の整備等を重ね、最小限の負担で行えるように工夫する

ことが大切であると考えられる。



〈平成20年 度 研究テーマと担当教員〉

サポー ト施設 研究 テーマ サポー ト教員

1 名鉄病院 至適体重にチャー トに基づいた体重 コントロール指導と産後の体重

回復との関係

寺口

2 中部労災病院 一般病棟で緩和ケアに携わる看護師の意欲を支える要因 大川

3 名城病院 心不全の患者に対する退院指導 明石

4 名古屋市立大学病院

救急病棟

救急処置室(ER)で の シ ミュレー ション実施 によ る学習 の有効性 明石

5 名古屋市立大学病院

中央手術部

術前訪問に対する病棟看護師と手術室看護師の意識(ま たは認識)

調査/評 価の比較

足立

6 名古屋市立大学病院

ICU・CCU

ICU入 室 患者家族 のニー ドに見合 ったケア参加 を考 える一ICU

の しお りを作成 して 一

村川

7 名古屋市立大学病院
8階北病棟

妊婦の外来保健指導に対するニー ド調査－当院助産師相談室におい

て－

中嶋

8 名古屋市立大学病院
11階北病棟

酢 を利用 して 胃カテーテルのつ ま りの原因 をな くす 明石

9 名古屋市立大学病院
13階南病棟

がん性疼痛 のある患者に対する疼 痛マネジメントの取 り組み 樅野

10 名古屋市立大学病院
14階南病棟

混合病棟で働 く看護師のプレパ レーションに対する意識改善への取

り組み

山口

11 名古屋市立大学病院
17階病棟

効果的な口腔ケアを考える 肥後

12 名古屋市立大学病院

看護部事務室
院内研修の効果 香月

〈平成21年 度 研究テーマと担当教員〉

サポー ト施設 研 究テーマ サポー ト教員

1 宇野病院 看護 ・介護を共有 した業務体制のあり方について 原沢

2 東部医療センター名古屋

東市民病院

外傷による骨折患者、家族の不安 明石

3 名古屋市立大学病院
12階北病棟

看護師が出す夜間の音に対する調査 堀田

4 名古屋市立大学病院
12階南病棟

スタ ンダー ドプ リコー ションを通 して感染予防対策へ の取 り組 み 小椋

5 名古屋市立大学病院
10階南病棟

看護師の病棟におけるス トレスの種類と度合の比較 寺口

6 名古屋市立大学病院
11階南病棟

フ ィッシュ哲学 の導入 による看護師 のス トレス変化 につ いて 香月

7 名古屋市立大学病院
16階北病棟

肝疾患患者への栄養指導 大川

8 名古屋市立大学病院

16階南病棟

術後せん妄予防 ・術後せん妄患者のための看護評価 嶌田

9 名古屋市立大学病院

NICU・GCU

NICU退 院後の家族(母 親)の 不安について調べ、退院指導に活か

す

山口



〈平成22年 度 研究テーマと担当教員〉

サポー ト施設 研究 テーマ サポー ト教員

1 宇野病院 患者に安全な看護ケアを提供する看護職 ・介護職の協働における課

題-医療型療養病棟における調査から-

原沢

2 名古屋市立東部医療セン

ター東市民病院

外傷による骨折患者、家族の不安 明石

3 名古屋市立大学病院

16階南病棟

術後せん妄予防 ・術後せん妄患者に対する看護の評価 嶌田

4 名古屋市立大学病院

NICU・GCU

NICU退 院後の母親の不安 に関する実態調査－不安の内容と不安が

増強する時期に焦点を当てた面接法による調査－

山口

5 愛知県心身障害者コロニー

中央病院

自宅介助が困難なプラダーウィリー症候群患者の退院への取 り組み-

心理的アプローチを試みて－

西野

6 ます ご訪問看護ステーショ

ン

訪問看護師のス トレス調査 田中

7 名古屋市立大学病院
8階南病棟

終末期にある患者を持つ家族の思いの明確化～希望に沿 った看取 り
の支援に向けて～

香月

8 名古屋市立大学病院
17階南病棟

デスカ ンフ ァレンスの試 みか ら明 らか にな った看護師 自身が気づ き

を得 るプロセス

原沢

9 名古屋市立大学病院
9階南病棟

ター ミナル期における両親へのサポー ト-看護師の役割認識 と実践

の現状-
堀田

10 名古屋市立大学病院
9階北病棟

検査 ・処置後の患児の気持ちを切 り替えるきっかけづ くり-検査 ・

処置カー ドを使用 した時の患児の反応-

大塚

11 名古屋市立大学病院
12階北病棟

固定チームナーシング転換期における看護師の意識の変化 守田

12 名古屋市立大学病院

12階南病棟

入院埋伏智歯術のクリニカルパス導入後の現状と課題 寺口

〈平成23年 度 研究テーマと担当教員〉

サポー ト施設 研 究テーマ サポー ト教員

1 北医療生協北病院 医療事故と看護師の経験(仮) 杉村

2 北医療生活協同組合 リヴ ィングウ ィルにつ いて(地 域 の啓蒙活動 による変化) 肥後

3 中日病院 新患外来患者の診療における看護師の問診について(仮) 池田

4 名古屋市立大学病院
7階北病棟

看護師のカウンセリング技術向上に向けての取 り組み(認 知行動療

法や認知行動療法で用いるコミュニケーション技術の活用)

香月

*23・24年 度

5 名古屋市立大学病院
13階北病棟

患者の身体の下に敷いていたバスタオルについて(使 用 していない

現在との比較)or臥 床患者の睡眠 ・昼夜逆転について

金子

6 名古屋市立大学病院
11階北病棟

頚部放射線治療を受ける患者の口腔粘膜障害に対するケア介入 山手

7 名古屋市立大学病院
12階南病棟

ウ ォ ー キ ン グ カ ン フ ァ レ ン ス 脇本

8 名古屋市立大学病院

中央手術室

当院における医師と看護師のタイムアウ トに対する意識についての

比較検討

嶌田

9 名古屋市立大学病院

8階南病棟

終末期にある患者を持つ家族の思いの明確化～希望に沿 った看とり

の支援に向けて～
香月

*22・23年 度
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